
アフターコロナ時代の新しい都市型介護予防モデル：オンライン「通いの場」導入の試み 

 

新型コロナウイルス感染症の流行による「通いの場」活動の自粛に伴い, 今後は高齢者の社会的孤

立や生活機能悪化等の健康二次被害が危惧されています。対策として、感染リスクを避けながら交

流が出来る、オンライン「通いの場」の実現可能性や介護予防効果は分かっていません。 

松戸プロジェクトでは、2016 年から蓄積してきたコレクティブ・インパクトと科学的根拠に基づい

た取組により, 感染者の多い都市部でも、活動自粛に伴う健康二次被害を防ぐという社会的課題の

克服に挑んでいます 

 

 


